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■は局きち九条の会は、戦争放棄の憲法9条を守り、永久に「戦争をし
ない国・日本」であることを願い、「鈴木安蔵の出身地の九条の会」を誇りに

活動する自由な市民の会です。支持政党や宗教を問わず、何の拘束も津＜、匿
名でもご入会ください。■結成は2005年12月、今年20年目に。会員は南相

馬市原町区を中心に337名。■会費は年千円。会報を隔月で発行しています。

iいますが､微力でも無力ではありませんb声を出すこと､発信することが大事と勵､ますb皆さまとともにi
，

i今年も憲法第9条の｢戦争をしない国･日本jを護るため活動していきましょう。 1
， 、

l まだま篭コロナやインフルエンザがｶ耐了していますbお互いに健康に充分注意しながら、今年一年も元0
， 、

11気に過ごしましょう｡今年も本会をよろしくお願いいたしますも 、
b､一彦＝/一声,一〆一"一唐公一-/‐た→”－－ｧ →〆1．〆一一 -認 ､〆一〆一〆一一→皇=・〆＝"一安･ ."一ケ一/一一-ﾛ.〆一/1．"一ケ一元一グー, 一頃〆－力

『南相馬九条の会』に生まれ変わるために 事務局長早坂吉彦
昨年6月の総会での皆さまからの御意見を踏まえ､新たに｢南相馬九条の会｣として生まれ

変わるため､事務局でも議論しています｡ここ一年､事務局員の数名が体調を崩しており､会

計･会報の印刷･連絡調整などの実務面で活動してくださる方はいらっしゃいませんか｡あるい

はどなたかを推薦していただいても有難いです。

事務局としては今年6月15日（日）の総会を目途に､小高･原町･鹿島を内包した新しい九条の

会に移行できればと考えています｡ご理解のほどよろしくお願いいたします。

さんの著作より

蕊
減奄走の 篝篝れ 建蕊帰 鈴
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この著作で鈴木さんは､原発事故で浪江町民として被災し避難生活などで
翻弄された不条理や、原発裁判の理不尽さを、27篇の詩や10編の評論で
詳細に厳しく訴えています｡評論『あるく核災棄民＞の闘い｣や『清戸迫横穴
の発見｣も興味深い｡浪江原発訴訟原告団団長｡本会の会員さんです。
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日本被団協にノーベル平和賞

’

咋
燕
壗
議
瀞

ス等量長（四○歳）。
田
■
滅
す
て
え
の
国
府
て

核
兵
器
の
非
人
間
性
を
語
り
継
ぎ
、
核
廃
絶
を
訴
え
て
き
た

日
本
被
団
協
は
、
昨
年
枢
月
仙
日
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
が
、
今
後
の
若
者
へ
の
継
承
も
大
事
で
す
。

日
本
政
府
も
核
禁
止
条
約
の
批
准
を

雛
府は原爆での死者への償いも全くし：被災者にも『受忍論｣が持ち出され’
ていない。■核兵器も戦争もない世iる気配があるような気がします。I
界を求めて共に頑張りましょう！ 1．．－．．=．．…・・－，．－．．－．．－．．－．．－．．-..-…-"－．．－．…｡．-.．｣！

▼2025年1月18日『朝日新聞』「声』朝刊・デジタル掲載

霧
訟
謬
）
一

１
９
８
０
年
代
、
教
員
仲
間
と
福
島
県
一
》

相
馬
双
葉
地
方
で
被
爆
者
別
人
を
探
し
出
一

し
、
体
験
談
を
出
版
し
ま
し
た
。
広
島
。
》
一

長
崎
の
出
身
者
ど
、
兵
士
と
し
て
原
爆
投
李

下
に
遭
遇
し
た
方
倉
で
す
。
爆
風
で
加
瞬
《

吹
き
飛
ば
さ
れ
た
論
広
島
ど
長
崎
で
２
度

被
爆
し
た
、
数
え
き
れ
ぬ
遺
体
を
焼
却
し

地
獄
の
鬼
の
よ
う
だ
っ
た
、
黒
い
雨
に
打

た
れ
た
。
鐵
瞬
蹴
塗
一
層
か
り
で
し
た
。

体
験
を
聞
い
て
感
じ
た
の
は
、
東
北
の

片
田
舎
で
被
爆
か
ら
蛆
年
も
経
つ
の
に
偏

見
を
恐
れ
苦
し
む
姿
で
し
た
。
半
数
以
上
一

が
匿
名
を
希
望
。
家
族
に
も
被
爆
を
隠
し
－

て
い
た
り
へ
娘
さ
ん
の
縁
談
が
被
爆
者
の

子
ど
し
て
断
ら
れ
た
り
。
ま
る
で
小
説

『
黒
い
雨
」
で
す
。
福
島
の
原
発
事
故
に
よ

る
潔
灘
騨
職
溌
詮

心
か
ら
の
敬
意
を
抱
き
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
→

賞
が
世
界
の
平
和
と
核
廃
絶
運
動
の
力
に

な
る
こ
ど
を
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一

石
破
政
権
が
対
米
従
属
を
脱
し
て
日
本
独
一

鵬
懲
擁
鑿
蕊
議
の
一

「
黒
い
雨
」
語
れ
ぬ
体
験

福
島
で
も
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